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8　Michel Faure, Vincent Vivès, Histoire et poétique de la mélodie française , Paris, 
CNRS, p. 302.
（87）
と地の歌》Chants de Terre et de Ciel（1938）、《ハラウィ―愛と死の歌》


































C’est la douce fiancée,（それはやさしい許嫁、）
C’est l’ange de la bonté,（それは善意の天使、）
C’est un après-midi ensoleillé,（それは光に満ちた午後、）
C’est le vent sur les fleurs.（それは花の上を吹く風。）
 C’est un sourire pur comme un cœur d’enfant,（それは幼心のように純
真なほほえみ。）
 C’est un grand lys blanc comme une aile, （それは翼のように白い大輪の
ユリ、）
très haut dans une coupe d’or！（黄金の杯のなかで丈高く咲いた！）
O Jésus, bénissez-la！（おお、イエス様、彼女に祝福を！）
Elle！（彼女！）
 Donnez-lui votre Grâce puissante！（彼女にあなたの力強いご加護をお
授けください！）
 Qu’elle ignore la souffrance, les larmes！（彼女が苦しみも涙も知らずに
いますよう！）





































で始まる。１、２行目、« C’est … »では音程がソから始まり、各行の最後の
音節（-cée, -té）で、上のミまで駆け上がっていき、７行目までメロディーは






















　　　Action de grâce （感謝の祈り）
Le Ciel, （天、）
 Et l’eau qui suit les variations des nuages,（変わりゆく雲を見守る水、）
 Et la terre, et les montagnes qui attendent toujours,（地、いつもそこに
ある山、）
Et la lumière qui transforme.（姿を変える光。）
 Et un oeil, une pensée près de ma pensée,（眼、私の思いに寄り添う思い、）
 Et un visage qui sourit et pleure avec le mien,（微笑み、泣く顔―私
の顔とともに、）
Et deux pieds derrière mes pieds （私の両足についてくる二本の足、）
 Comme la vague à la vague est unie. （波と波とがひとつになるように。）
Et une âme,（魂、）
 Invisible, pleine d’amour et d’immortalité,（眼には見えず、愛と不死に満
ちたもの、）
 Et un vêtement de chair et d’os qui germera pour la résurrection, （復
活のために芽吹くであろう、肉体と骨からなる一枚の衣服）
 Et la Vérité, et l’Esprit, et la Grace avec son héritage de lumière, （真実
と、魂と、恩寵、その光の遺産とともに、）
 Tout cela, vous me l'avez donné.（それらすべては、あなたが私に与えて
くれたもの。）
 Et vous vous êtes encore donné vous-même（そしてあなたはあなた自
身をも与えた、）
 Dans l’obéissance et dans le sang de votre Croix,（従順さと、君の十字
架の血のうちに、）

























徐々に伴奏も歌も激しさを増していくのだが、曲調が一変するのは « Et la 
Vérité, et l’Esprit, et la Grace avec son héritage de lumière »（真実と、魂と、
恩寵、その光の遺産とともに）の最後、« lumière »（光）はかなり長く引き
延ばされ、それからピアノ伴奏もテンポを速めながら高く上昇していく。そこ





















Le lac comme un gros bijou bleu.（大きな宝石のような湖。）
 La route pleine de chagrins et de fondrières,（悲しみとぬかるみでいっ
ぱいの道、）
 Mes pieds qui hésitent dans la poussière,（埃のなかでためらう私の足、）
Le lac comme un gros bijou bleu.（大きな青い宝石のような湖。）
 Et la voilà, verte et bleue comme le paysage！（そして、ほら彼女がいる。
風景のように緑と青の！）
 Entre le blé et le soleil je vois son visage: （麦と太陽のあいだに彼女の顔
が見える、）
 Elle sourit, la main sur les yeux. （目の上に片手にかざしてほほえんでい
（94）
る。）












最後の曲《叶えられた祈り》Prière exaucéeの一部分、« O Jésus, Pain 































た《ミとの睦まじい暮らし（わが妻のために）》Bail avec Mi（pour ma 
femme）という私的な主題の曲もあるいっぽう、《真夜中の表と裏（死のため
に）》Minuit pile et face（pour la Mort） や《復活（復活祭のために）》











Pilule（pour mon petit Pascal）にはこんな一節がある。
 Pilule, viens, dansons. Malonlanlaine, ma.（ピリュール、おいで、踊ろう。
マロンランレーヌ、マ。）
 Ficelle du soleil. Malonlanlaine, ma.（太陽の紐。マロンランレーヌ、マ。）
C’est l’alphabet du rire（お前のママの指には）
Aux doigts de ta maman.（笑いのアルファベット。）
　（…）
 Malonlanlaine, ma, ma, ma, ma, io！（マロンランレーヌ、マ、マ、マ、マ、
イオ！）

















―愛と死の歌》Harawi, chant d'amour et de mort（1945）では南米ペルー
のケチュア語のオノマトペが多用されているし、無伴奏合唱曲《５つのルシャ
ン》Cinq rechants（1948）では人造語―フランス語以外にサンスクリット
語やケチュア語に似た造語―が多く出てくる。「各単語はその音声の質を機
能として発明され、その母音や子音は特定のリズムや声の特定の音域に相応す
るように選ばれているのです」19と、メシアンはみずからその原理を説明して
いる。ある語のもつひとつひとつの音やその連なりを意識して、それにふさわ
しい音楽をつけることなら珍しいことではないかもしれないが、メシアンの手
法はその逆で、音（音楽）と完全に融和した言葉を作り出す。それはある種の
理想言語といえるかもしれない。
やがてメシアンは、自然界のなかでももっとも美しい音＝声の持ち主である
と彼の考える20、鳥の鳴き声を表現することに腐心するようになり、鳥の鳴き
声をあらわす《鳥のカタログ》（1956-58）などを発表していく。そこでは（制
約のある？）声楽ではなく、もっぱらピアノなどの楽器を頼るようになってい
き、人間の声での表現をメシアンが追求しなくなってしまったのがやや残念に
も思われるが、この点については本論考の射程外としたい。
５．おわりに
これまで、20世紀フランス歌曲におけるテクスト（詩）と音楽の関係を考え
るうえでの実践例として、ブーレーズのような詩の高次の解釈として音楽化を
はかった作曲家と、それとは対照的な手法をとった作曲家であるメシアンの自
作の詩とその音楽を考察してきた。彼の手法は、高踏派や象徴派の詩に競って
作曲家たちが曲をつけていた19世紀後半の歌曲にも増してテクストの一語一
19　クロード・サミュエル『オリヴィエ・メシアンとの対話――現代音楽を語る』、
前掲書、142頁。
20　同書91頁参照。
（98）
語、言葉の一音一音に寄り添った音楽をつけるいっぽう、場合によっては字義
通りの印象を超える激しい音楽をつけて、テクストがあらわす意味を拡張させ
もしていた。たとえば、キリスト教的な祈りの実践としての強度を歌声によっ
て実現させていたように。そのためには、テクストが自作の詩であることは必
然であっただろう。定型どころか、ときに意味の拘束からも逃れた奔放な詩
―しかし、その実、音楽的な要求から精緻に組み立てられたであろう詩―
が彼の音楽に乗ることで、歌曲という音楽と詩のマリアージュの豊饒な可能性
をメシアンは示したといえよう。
※ 本稿は、早稲田大学特定課題研究助成費（課題番号:2020C-483）による研
究成果の一部である。
